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１．韓国特許の出願推移 
 日本特許は 2022 年以降、毎日発行されることとなりましたが、韓国特許はかなり以

前から原則として毎日発行されています。中国特許は火曜と金曜がデータ更新日

(CNIPR)、台湾特許は公開が毎月 1 日と 15 日、登録特許が 1 日、11 日、21 日更新と

なっています。 
 
 図 1 に KIPRIS から取得した韓国特許の出願、公開、登録の推移および図２にその

割合を示しました。2001 年以降、各年で出願されたものがどのぐらい公開あるいは登

録となったかを示したものです。出願年基準での集計ですのでデータは毎日更新され変

化しますので注意。（データは 2021 年 12 月 31 日） 
 

 
図１．出願、公開、登録数推移 

 

 
図２．公開、登録率 

 各出願年とも登録率はおよそ 6 割であることが分かります。 



 
少し紛らわしくなりますが、表１に出願年(AD)、公開年(OPD)、登録年(GD)各年の

出願数、公開数、登録数を示しました。2019 年 6 月に取得したデータと 2021 年 12 月

のデータを比較しています。出願年基準のデータはデータベースが更新される度に追加

されますが 10 年以上に遡って出願数が増えているのは分割出願分による上積みと考え

られます（2016 年のワーキングで各国の分割出願を検証した結果による）。 
 
また、登録数も審査が進むにつれてデータが上積みされ、表１のように 1 年半後のデ

ータでは中国や台湾の登録状況のように５～６年は遡ってデータ更新があると思って

いましたが、2018 年以前のデータには変化がないのは驚きです。他国より審査が早い

せいでしょうか。 
 
さらに公開日(OPD)からの検索では、2022 年 1 月時点では 2021 年 12 月以前のデー

タは確定しているはずですが、変化しています。しかも 2012 年以前の公開数は 1 年半

の間に減少しているものもあります。これは何故か？ 
今までこのような経験はないので、他の商用データベース等で半年ごとにデータを取

得し、理由を確認してみたいと思っています。 
 

表１．発行日基準のデータ収録 

 



２．早期公開・登録状況（出願～公開・登録まで） 
 中国特許情報では出願から公開まで6か月以内のものが全体の6割以上を占めて推移

していますが、韓国特許ではどうでしょうか。 
 
 中国の早期公開状況については、検索 Tips「東アジアの小ネタ」でも紹介していま

すが、（中国早期公開特許(2020/7/27) 
https://sasiapi.org/2020/08/%e4%b8%ad%e5%9b%bd%e6%97%a9%e6%9c%9f%e5%8
5%ac%e9%96%8b%e7%89%b9%e8%a8%b1/ 
2020 年までのデータを追加したものを参考までに図３に示します。 
 

 
図３．中国特許の早期公開状況 

 全体の特許出願数は、2018 年出願をピークに若干減少傾向にありますが、出願から

6 か月以内に公開になる早期公開特許は増え続けています。 
 
 韓国特許についても同様に、1 か月単位で取得したデータを 6 か月ごとにプロットし

て図４に示しました。 

 
図４．韓国特許の早期公開状況 



 日本特許の公開と同様、出願から 18 か月以降に発行されるものがほとんどです。 
 
 ところが、韓国では次節でも紹介するように早期に登録となる特許が比較的多いこと

が知られています。図５に図４と同様に取得した早期登録特許の状況を示します。 
 

 
図５．韓国特許の早期登録状況 

 
 2010 年以前は出願～登録まで 2 年以上（25 か月以上）かかっていましたが、最近で

は出願から 6 か月以内、あるいは 1 年以内に登録になるものが徐々に増えていることが

分かります。中国、台湾、日本でも見られないほど早期に登録になっています。韓国特

許庁も「世界最速の特許審査状況」と自負するほどです。関連特許情報を収集する SDI
では公開特許と共に韓国登録特許の watch は見逃せません。 
 
３．公開前登録特許 
 韓国では公開公報が発行される前に登録になって登録公報が発行されると公開公報

が発行されないことを、検索 Tips「韓国における公開前登録情報について」(2020/7/31)
で紹介しましたが、データを更新して再掲します。 
https://sasiapi.org/2020/08/%e9%9f%93%e5%9b%bd%e3%81%ab%e3%81%8a%e3%8
1%91%e3%82%8b%e3%80%8c%e5%85%ac%e9%96%8b%e5%89%8d%e7%99%bb%e
9%8c%b2%e3%80%8d%e6%83%85%e5%a0%b1%e3%81%ab%e3%81%a4%e3%81%8
4%e3%81%a6/ 
 
 出願年基準のデータなので 2019 年以降は落ち込んでいますが、韓国の早期公開特許

は少ないので 2 年程度のタイムラグは仕方ありません。 



 図１と似たような推移ですが、図１の登録情報は単に各年ごとの登録特許数を表して

いるのに対し、図６の公開前登録情報は公開公報が発行される前に登録となったもので

あり、この分の公開公報は発行されることはありません。 
 

 
図６．韓国公開前登録特許の状況 

 
  前にも触れたように「出願公開数」と「公開前登録数」を合わせたものが「出願数」

（公開前に、取下げたり、特許庁からの対応に対して応答せずに見做し取下げになった

ものは含まず）となります。 
 KIPRIS のデータをダウンロードして確認してみると表２、表３のように出願から 6
か月以内に登録になっているものについては、そのほとんどに公開特許情報がありませ

ん。 
 最新の情報だけでなく5年以上前の出願から6か月以内登録情報にも「公開特許情報」

は追加されていません（表３）。 
 
 

表２．出願から 6 か月以内登録のもの(2020 年) 

 



 
表３．出願から 6 か月以内登録のもの(2015 年) 

 
 
 そこで、この出願から 6 か月以内に登録となる特許情報が台湾特許庁データベース

GPSS でも同様のデータが取得できるかどうかを確認してみました。 
 
 KIPRIS でも ID を登録すれば 10000 件のデータがダウンロードできますが、GPSS
では出願人名や要約などがハングルと共に英語表記でサポートされているので解析を

するには魅力的です。但し、GPSS では ID 登録なしで 1000 件ごとのダウンロードと

なります（10000 件のデータも 10 分割すれば可能です）。 
もっとも韓国特許情報が検索できる商用データベースではさらに容易に解析が可能

ですが、商用データベースが利用できないベンチャーや大学、中小企業の知財関係者の

ために敢えて無料のデータベースでトライしてみました。 
 
 その結果、検索式を GPSS 用に変換することで韓国だけでなく、中国、台湾情報も

同様に得られることが分かりました。今後は、この GPSS を使って中国、台湾、韓国

そして日本の早期公開、登録特許についても情報を収集し、従来の各国特許庁データベ

ースで個々に得ていた情報の代替が可能かを確認したいと思います。

 
図７．GPSS による早期公開および早期登録特許の横断検索 



４．韓国特許の Legal Status 
 2011 年以降の出願について Legal Status 別の情報を KIPRIS より取得しました（図

８）。出願年基準のため 2019 年以降の情報は不確定な部分が多いですが、2011 年以降、

わずかに拒絶が少なくなっているような気もします。 
 この情報は SDI で収集した関連特許の生死確認として活用していると思います。 

 
図８．Legal Status（2022/1/2 現在） 

 

図９．KIPRIS の詳細情報（書誌） 



 

図１０．KIPRIS の詳細情報（登録情報） 
 

商用データベースでの Legal Status 確認 
表４．WIPS GLOBAL の Legal Status 情報 

 
 
 



５．出願人ランキング 
 毎年年初に更新している情報のうち 2021 年公開特許出願人ランキングを表５に示し

ました（表４は 2021 年に公開となった特許の内、出願件数が 200 件以上のもの）。 
 

表５．韓国特許出願人ランキング（KIPRIS から) 

 

 



 

 
  

表５で注目すべきは、この１、2 年で中国からの出願が急浮上していることです。 
BAIDU、OPPO Mobile、VIVO Mobile とも中国内国出願でも４年以内に TOP20 に躍

り出ている通信系の企業です。それぞれ 2021 年の中国内国出願は、4601 件、5336 件、

4894 件です。 
 中国内国出願で常時、公開 TOP5 に入る GREE ELECTRIC (8769 件)、HAIER (5608
件)、CHINA PETROLEUM & CHEMICAL (5469 件)などの韓国出願はいずれもわず

かです。（ ）内は中国における 2021 年公開特許数。 



 
 表５の公開特許出願数は、中国や台湾特許での抽出と同様に名寄せしたものです。

KIPRIS では、出願人コード、韓国語名、英語名から異表記を抽出するためのツールが

データベース内に備わっています。 
 出願人検索フィールド脇にある「guide」をクリックすると図１１に示す出願人情報

が検索できる検索画面が別ウィンドウで開きます。画面上部に出願人名などを入力して

確認できます。各国でグローバルな展開を出願している出願人の場合には、各国の子会

社、合弁会社など関連会社も表示されますので「本体だけ」を抽出したいという場合に

は整理が必要です。 
 日本と同様、出願人表記のわずかな違いで別の出願人コードが付与されますので「１

出願人に対し出願人コードは１つ」とは限りません。 
 
 「SUMITOMO CHEMICAL」で検索すると「SUMITOMO CHEMICAL TAKEDA 
AGRO COMPANY, LIMITED(520030021109)」など関連会社と共に、以下の 5 件の本

体出願人コードが抽出されます。 
520040351233 스미또모 가가꾸 가부시끼가이샤 

519990284261 스미토모 케미칼 컴패니 리미티드 

519980699738 스미또모 가가꾸 가부시끼가이샤  

519990222401 수미토모 케미칼 컴퍼니 리미티드  

519980961735 스미또모 가가꾸 가부시키가이샤 

 よく目を凝らさないと「どこが違う？」と、見分けがつきません。 
 

 
図１１．出願人異表記の確認 



 KIPRIS の出願人コードは以下のように、内国企業法人は１から始まる 12 桁、内国

大学は２から始まる 12 桁、内国研究機関は３から始まる 12 桁、外国出願人はすべて

５から始まる 12 桁の数字が充てられています。 
 

a)サムスン電子(SAMSUNG ELECTRONICS)：119981042713 
b)高麗大学校(KOREA UNIVERSITY)：220040170680 
c)韓国科学技術院(KOREA ADVANCED INSTITUTE SCIENCE 

TECHNOLOGY(KAIST))：319980988661 
d)台湾積体電路製造(TAIWAN SEMICONDUCTOR)：520110421927 + 

520030319818 + 520000293294 + 519980809902 
 
外国の大学や研究機関などは一括して外国出願人として５から始まる数字となって

います。 
東京大学：520070523142 + 520050024764 + 520010378708 + 520020165678  
京都大学：520050514104 + 519980593434 

 
 また、韓国電子通信研究院(ETRI)は内国研究機関ですが「119980989702」など若干

イレギュラーな出願人コードもあるようです。 
 
６．その他マイナーな情報 
 KIPRIS の登録情報として、公告日(PD)と登録日(GD)があり、それぞれの検索フィ

ールドもあります。この情報は図９の KIPRIS の書誌詳細情報で確認できます。 
 
 公告になった後、年金などが支払われて登録になる、というのが一般的だと思います

が、韓国(KIPRIS)では 1997 年まではそのように処理されていたようですが、1998 年

以降は、登録日が決定した後、公告日が入力されるようになりました（図１２）。 
 かなりマイナーな問題です。登録日情報がなく、公告日が登録情報となっていればそ

れもあり、かと思いますが、登録日情報があれば公告日情報は不要のようにも思います。 
 

図１２を見てお分かりのように、公告日⇒登録日（1997 年以前）、登録日⇒公告日

（1998 年以降）が年を跨ぐものもあります。このタイムラグは何か？と疑問を持ちな

がら未解決で過ごしてきました。2006 年前後のデータでは登録から 5 年以上経て公告

日が入力されているものもあります。このタイムラグの理由などについても改めて調べ

てみたいと思います。（実務的には問題にならないことかもしれませんが） 
  



 

図１２．韓国特許の公告日と登録日 
 

最近は、韓国特許情報院(KIPI)の関係部署との情報交換も途絶えていますので情報交

換を再開したいと思っています。場合によっては、韓国の代理人事務所とも情報交換さ

せていただくことにより未解明の韓国特許情報の解決の糸口が見つかるかもしれませ

ん。 
 
７．2022 年度のワーキング 
 1 月からアジア特許情報研究会の 2022 年度のワーキングが始まりました。韓国だけ

でなく東アジアの統計データ更新など処理したいことはたくさんあります。 
 
韓国特許情報の今後の検証予定 
・内外国別出願推移、法人個人別出願推移 
・韓国内国出願と PCT 移行出願の推移 
・早期登録特許の出願分野、出願人および権利維持状況 
 韓国をはじめ中国、台湾の早期登録特許の分野別および出願人解析なども本年度のワ

ーキングテーマとして検証予定です。 
・KIPRIS の活用 
 商用データベースでは得られない情報が KIPRIS で得られることもあります。 
英語版（http://engpat.kipris.or.kr/engpat/searchLogina.do?next=MainSearch）では

得られない情報がハングル版（http://www.kipris.or.kr/khome/main.jsp）で得られる、

などもありますのでその活用も見極めたいと思っています。 
 



 KIPRIS では外国からの出願日が英語翻訳文提出日になっているなど様々な問題点

もあります。KIPI と情報交換しながら KIPRIS の活用を図っていきたいと思います。 
 まだまだ韓国特許情報について未解明の項目が種々あります。調査スキルアップを目

的に一緒に検証してくださる方も募集しています。研究会横断的なテーマとしてワーキ

ングすることも可能です。是非、ご検討ください。 
 

上記紹介した内容には「大きな勘違い」をして表現した部分もあるかと思います。そ

のような間違い、あるいは勘違いによる情報を発見された方は下記までお知らせいただ

ければ幸いです。ご指摘に基づき再検証して訂正したいと思います。 
（連絡先：patentsearch2006@yahoo.co.jp） 
 

以上 


